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トンネル工事学習会で元専門技術者が講演 （２月１７日 多摩市民館） 

「掘れないトンネルはない、費用と時間があれば」 
 

                    ２月１７日午後川崎市多摩区の多摩市民館で、東京・

神奈川連絡会主催の学習会『財産権を侵害する大深度法

とリニア・トンネル工事の問題点』が開かれ４０名が参

加した。 

   講師として数多くの鉄道トンネル工事を手掛けた元

技術者の山川 元さんが「トンネル工事と維持管理」と

題して講演し、トンネル工事に立ちはだかる山はね、

落盤、出水,ガス噴出などの困難や対策について具体例

を挙げて説明した。 

その上で山川さんは、リニアのトンネル工事の最大の難関は南アルプスの長大トンネル工事であ

り、異常出水の可能性が高いと指摘した。そして、経験したトンネル工事でも慎重な進め方を求め

る現場の意見が通らず事故に繋がったと振り返るとともに、「多くの工事で工期も延長され工費も

膨れ上がった。リニアのトンネルも技術を駆使すれば掘削できると思うが、それは費用と時間をか

ければという条件付きである」と述べた。 （講演要旨は以下の通り） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

山岳トンネルの難工事～立ちはだかる変形地山と湧水地山 

＜掘削方式、掘削工法＞ 

 支保工吹付コンクリート／ロックボルト ／鋼支保工 

＜標準サイクル作業＞ 

 サイクルタイム＝切羽※１における一掘進長あたりの 

作業時間（できるだけ短く） 

 ①掘削・ずり積※２、②鋼製支保工建込、③吹付コンクリート工、 

④ロックボルト工、⑤設備移動延伸・測量・計測等と進むのが 

標準サイクルで、地山・岩盤条件により変動する。それにより掘削進行速度を決定する。 

 難工事では、特殊な対策工を必要とし、サイクルタイムが大幅に増加、もしくは進行が停止する。  （※

１＝掘削現場、※２＝削り取った岩片や土砂） 

＜トンネルの補助工法＞ 

 切羽や掘削空洞の維持・安定を保つために、追加施工される対策工法。 

 通常の補助工法＝増ボルト、先受けボルトなど、地山状況に応じて随時用いられ、標準掘進サイクルに与

える影響は軽微。 

 特殊補助工＝強大な土圧による変形（破壊）防止や、掘進を妨げる大量・高圧湧水への対応。止水・排水

は大規模な追加工事となって、長時間切羽進行が遅延し、工期・工費に多大な影響を及ぼす。   
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＜日本の難工事トンネル＞ 

 ①変形性地山＝大変形をきたす膨張性地山が代表的であるが、非粘結性地山の崩壊・山はねの事象も含ま

れる。 

  施工事例：丹那トンネル、折爪トンネル、鍋立山トンネル、大清水トンネル（山はね） 

 ②湧水地山＝高圧・大量湧水・流砂。 

トンネル工事に「水は大敵」である事由は 

■流水圧による地山の洗い出し破壊 

■浸潤による岩盤強度の劣化（せん断抵抗力／粘着力低下） 

■特殊地山の「流砂」（火山荒砂、細砂堆積物）  

■作業環境悪化、水没（斜坑、立坑、水底トンネル） 

大量湧水下では「水抜き効果が得られるまで切羽進行が長期間停止。 

施工事例：丹那トンネル、安房トンネル、中山トンネル、六甲トンネル、大清水トンネル（山はね） 

 ③高熱、ガス（可燃・有毒）、鉱毒（排水・残土）、空洞（石灰洞・廃坑） 

リニア南アルプストンネル工事に立ちはだかる断層と１４００ｍの土圧 

＜リニア南アルプストンネルで予測される難工事＞ 

 中央構造線の複断層、１４００ｍの髙土被り（高被圧水の大量噴出、作業用斜坑の水没、水源の枯渇） 

 高土圧（断層粘土の膨れ出し、山はねの発生） 

 以上の可能性があり、作業の安全確保や地表環境の維持が絶対に必要であり、工期の遅れや建設費の増加

が予想される。 

 鍋立山トンネルではトンネルを１００ｍ掘ると、土圧で同じ長さが土砂で押し戻され工期が大幅に拡大

した。また、中山トンネルではルート変更を余儀なくされた。 

＜掘ったらすぐすぐ支保工とコンクリート吹き付けがカギ＞ 

 ■トンネルの崩壊は土圧（荷重）と地山の強さ（せん断抵抗力）と変形速度（時間Ｔ）に依存する。 

 ■土圧を受けて押し出される量が大きくなって、限界（歪限界）を超えた時に破壊が始まる。 

 ■変形はトンネルの大きさに依存する。 

■よって、トンネルの自立時間を延ばすためには、断面の小分割（加背割※３）、支持力強化、早期閉合

が重要となる。  （※３＝面を分割して区画を決めること） 

＜湧水の怖いところ＞ 

 ■湧水は岩盤に割れ目をつくり、地山アーチの形成を妨げる。 

 ■吹付コンクリートを流して支保効果の発揮を妨げる。 

 ■浸潤した水は粘土質地山の粘着力を極度に減少させる。 

 ■切羽に近づくことも出来ない高圧、大量湧水はもとより、通常程度の湧水でも、作業効率低下によって

切羽破壊を助長する。 

＜大深度地下水は動いていない？＞ 

 大深度地下水は年間数メートルしか動かないと言われているが、トンネルを掘削すれば地下水は急 

速に動く。トンネル完成後、地下水はトンネル覆工（内周）の外側に沿って移動する。地下水と同じよう 

に細かい流砂も破壊の要因となる。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜編集部より＞今回の学習会では、大深度法の問題点やシールドマシーンによる都市部の大深度トンネル

掘削についてまで説明する時間が足りなくなってしまいました。会としては別に機会を設けて、改めて専

門家による説明の機会を設ける方針です。なお、※の用語説明は編集部が付記しました。 



 

3 月 11 日（日）「原発ゼロの声 川崎から！ＶＯＩＣＥ」でリニア問題を

アピール！ブース展示もします、多くの会員の参加をお願いします。 
   2011 年 3 月の東日本大震災、福島第一原発事故を契機にスター 

トした「原発ゼロへのカウントダウン in かわさき集会」も今年 7 回目 

を迎えます。東京・神奈川連絡会として初回から参加をし、イベント参 

加者に対してリニア問題を訴え続けてきました。また、リニア関連で多 

くの署名を集めることも出来ました。（写真は昨年のリニアブース） 

リニアは、柏崎刈羽や浜岡原発を再稼動させて、その電力を使うので 

はとの懸念があります。ＪＲ東海の葛西敬之名誉会長が熱心な原発推進 

論者であることも懸念材料の一つです。東京・神奈川連絡会は今年も午 

前１０時３０分から、会場の中原平和公園にブースを設け、リニア関連の資料展示や、ブックレッ

トの販売、東京地裁宛の署名を行います。また、午後 1 時からメインステージで矢沢美也共同代

表がリニア新幹線の工事中止を求めるアピールを表明します。以下はその内容（予定稿）です。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 原発ゼロカウントダウン川崎集会に参加の皆さん、ストップ・リニア！訴訟を闘う住民から連帯

の挨拶を送ります。 

 ２０１４年１０月に国交省によって工事計画認可を受けたＪＲ東海のリニア新幹線工事は、現在

全国沿線２０数か所で非常口やトンネル工事が開始されており、この川崎でも麻生区の東百合丘と

宮前区梶ヶ谷で立坑工事が行われています。新聞等でご存じのように、東百合丘の工事を担当する

大林組が入札工事不正容疑で東京地検特捜部の捜索を受け、全国の工事 7 割を受注しているゼネ

コン大手 4 社がいずれも談合容疑で取り調べを受けています。私たちが「リニア工事はゼネコン

を儲けさせるだけ」と言ってきたことが裏付けられました。しかも 1 昨年安倍政権がＪＲ東海に

3 兆円の財投融資という国費を投入したことにより、リニアは国家事業となり、ゼネコンは正に国

費を食い物にするとも言えます。私たちは、東京地検に対して「談合疑惑の捜査を徹底的に」とい

うハガキを送る運動を開始しました。皆さんにもぜひご協力願います。 

リニアの工事は、一旦開始されると１０数年間続き、工事車両による交通渋滞や騒音、大気汚染

、地下水脈の激変による地盤沈下、膨大な量の残土の処分先など殆ど未解決のままに進行し、立坑

やトンネル工事が行われる沿線住民は耐えがたい生活を強いられます。 

 全国の沿線住民は、２０１５年５月にリニア新幹線工事計画を認可した国交省決定の撤回を求め

て裁判を提起し、東京地裁で既に８回の口頭弁論が行われ、１月の裁判では川崎から意見陳述しま

した。リニアは、膨大な電力を消費し、自然を破壊し、乗客の安全対策も無い、住民には不利益を

もたらし、儲けるのは一部のリニア村だけ。原発と全く同じ構造です。リニアと原発、これからの

社会には必要ない。ストップするまで闘いましょう。  

 

第８回口頭弁論で伊藤清美さんが 

陳述―東百合ヶ丘非常口工事中止 

を求める 
ストップ・リニア！訴訟第８回口頭弁論が１月 

１９日午後東京地裁１０３号法廷で開かれ、東 

京都の井上八重子原告と川崎市の伊藤清美原告 

が意見陳述を行いました。 
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伊藤さんは、東百合ヶ丘非常口工事現場周辺には大学や小中学校、病院、老人ホーム、介護施設、

それに清掃工場の余熱を利用したプールなどの生活、教育、福祉施設が集約されており、大林組Ｊ

Ｖによる大規模な非常口工事により、環境への重大な影響を与えると意見を述べました。 

伊藤さんは、「麻生区では東名、尻手黒川線などの交通量増加で成人、小児ぜん息が急増してい

る。麻生区内の学童のぜん息発症率は全国平均の４倍になっている」と指摘し、今後工事の最盛期

に１時間に８０台も工事車両が尻手黒川線から出入りすれば、さらに患者を増やすことになるとし

て、工事の中止を求めました。 

この日の東京地裁には傍聴券を求めて１５５人が抽せんに並びました。また、午後４時から参議

院議員会館で裁判報告集会が行われました。 

集会ではリニア談合事件の闇に迫るというテーマでフリージャーナリストの横田一さんが講演

し、「日本をリニアと原発の実験場にしてはならない」と訴えました。 

 

日経コンストラクションがリニア談合について、１月にアンケート調査を実施 

 
回答者の内訳は、建設会社社員（２５３人）、建設コンサルタント会社社員（１３７人）、官公庁・

自治体など発注機関職員（５０人）、その他不明（１８９人）で回答総数は６２９人。複数回答。 

＜加害者は誰だと思うか＞        ＜被害者は誰だと思うか＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、２０１８．２．２６日経コンストラクション特集（「リニア談合悪いのは誰か」より） 
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発行：リニア新幹線を考える東京・神奈川連絡会 

天野捷一（中原・高津）０９０－３９１０－８１７３ 

山本太三雄（宮前）  ０９０－８７７５－１８７９ 

矢沢美也（麻生・多摩）０９０－６１０８－６５６８ 

  

 
ストップ・リニア訴訟第９回口頭弁論 

３月２３日（金）１４：３０ 東京地裁 

１３：１５ 東京地裁前集会 

１６：００ 報告集会 

  （衆院第二議員会館多目的会議室） 

 

司法記者クラブで記者会見。右から２人目が伊藤

さん 
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